
年間授業計画　

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

合計

70

〇 6

〇 〇 28

〇

〇

〇

３
学
期

〇

２、新島研究のまとめとしての論文執筆か映像作品などにま
とめていく個人活動
①発表の方法を選ぶ。
・論文形式か映像作品などの作品にまとめる方式かを考えて
選ぶ。
・発表までの見通しを持って計画的に取り組める。
②プレゼンテーションの方法を学ぶ
・1月末に行う発表会の時の発表方法について事前にプレゼ
ンテーションの方法を学ぶ。

１、論文もしくは、映像作品など
にまとめていく活動。
２、個人論文など発表会での発表
活動

１、授業の節目ごとのレポート
・班ごとにまとめたレポートを出す。
２、論文もしくは映像作品など

２
学
期

１、文化祭の発表の目途としてのグループ活動
①班活動の中での計画性を意識できる。
・文化祭での発表を最終的な目的として、探求目標をまとめ
ていく上での見通しや計画性を事前に立てられるようにな
る。
・班の中での友達の個性や能力を分かりあいながら、探究活
動を進めていけるようになる。
②テーマを分析し、探求する手段を創造できるようになる。
映像で残したり、ポスター発表用にまとめたり、テーマを深
めていく上で必要に応じてインタビューなどの方法にも慣れ
ていくようにする。
③文化祭発表時の発表作品としてのまとめを意識できる。
・見る人にどう訴えるか、テーマの中で何を打ち出したいの
かを意識した活動ができる。
・最終的に一つの作品としてまとめていける。

１、文化祭に向けての発表活動
２、班ごとの探究活動

１、授業の節目ごとのレポート
・班ごとにまとめたレポートを出す。
２、事前発表会での様子

〇

〇

思

10

２、新島研究のまとめとしての論文執筆か映像作品などにま
とめていく個人活動
①個人で新島の問題点を考察しテーマ設定ができる。
・前半の班活動で学んだ観点などを生かしながらさらに深め
たテーマ設定ができるようにする。
②発表の方法を選ぶ。
・論文形式か映像作品などの作品にまとめる方式かを考えて
選ぶ。
・発表までの見通しを持って計画的に取り組める。

１、論文もしくは、映像作品など
にまとめていく活動。
２、個人論文など発表会での発表
活動

１、授業の節目ごとのレポート
・班ごとにまとめたレポートを出す。
２、論文もしくは映像作品など

〇 〇 26
１
学
期

１、文化祭の発表の目途としてのグループ活動
①新島を探求することをテーマに共通の課題意識を持つ友達
を探して、班を構成する。
・相手の意見などを尊重しながら目的意識を明確に持てるよ
うにする。
②班活動の中での計画性を意識できる。
・文化祭での発表を最終的な目的として、探求目標をまとめ
ていく上での見通しや計画性を事前に立てられるようにな
る。
・班の中での友達の個性や能力を分かりあいながら、探究活
動を進めていけるようになる。
③テーマを分析し、探求する手段を創造できるようになる。
・映像で残したり、ポスター発表用にまとめたり、テーマを
深めていく上で必要に応じてインタビューなどの方法にも慣
れていくようにする。
④文化祭発表時の発表作品としてのまとめを意識できる。
・見る人にどう訴えるか、テーマの中で何を打ち出したいの
かを意識した活動ができる。
・最終的に一つの作品としてまとめていける。

１、文化祭に向けての発表活動
２、班ごとの探究活動

１、授業の節目ごとのレポート
・班ごとにまとめたレポートを出す。
２、事前発表会での様子

〇

評価規準

郷土芸能 新島研究
郷土芸能 新島研究 2

郷土芸能

【 知　識　及　び　技　能 】 自ら探究活動を行う際の情報収集方法を行う手立てを知識として知る。

（１組：） 鍵谷　高梨

配当
時数

知 態

【思考力、判断力、表現力等】 いくつかの手がかり情報を分析し、レポートや論文、映像作品などにまとめ上げることができるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】 目標を共有し、問題点を分析し問題解決の手立てを創造していく力をつける。

新島研究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

具体的な情報機器の扱いに慣れ、SNSなどの情報を分析できる力を養
う。

論文の構成力やいくつかの問題点をまとめ上げ
ることのできる考察する力を育てていく。特
に、事象を観察するときの観点を学んでいく。

共通の目標に関して、複数の友達とデスカッ
ションしながら、探求し問題解決する上での解
決点を見いだせる力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容


